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Abstract 
かわいいというポジティブな感情にも痛み
の軽減効果が認められるか明らかにすること
を目的として、映像（お笑い条件、かわいい
条件、中性条件のどれか１つ）を見ながら冷
水の冷たさをできるだけ我慢する実験を実施
した。お笑い条件とかわいい条件は中性条件
よりも有意に耐久時間が長かった。先行研究
で指摘されたユーモア映像による笑いの鎮痛
効果だけでなく、かわいい映像を見ることで
生じる温かく癒されるといったポジティブな
気分によっても鎮痛効果が生じると推測され
た。 
キーワード：かわいい, 鎮痛効果, コールド
プレッサーテスト 
 
 
1. はじめに 
志水 (1998, 2001) は、笑いやユーモアは情
緒的な安静や安定にとって有益なものであり、
ストレス低減や不快な刺激に対する対処性を
高めると指摘している。例えば友人と笑いあっ
た時や面白いTVを見た時など、抱えていた不
安やストレスが軽減され、何となくすっきりし
た感覚を体験したことがある人は多いのでは
ないだろうか。 
今野，吉川（2010）は冷水で感じる痛みと
ユーモア映像刺激との関係を研究している。容
器に張った水を凍らせ、その上に参加者が右手
を載せて痛みを誘導し、耐久時間を測定した。
大笑いする番組を見るユーモア群、自然映像を

見る中性群、サメに襲われる映像を見る恐怖群
の３群で痛みに対する耐久時間の平均値を比
較した結果、ユーモア群は中性群や恐怖群より
も有意に長時間痛みに耐えられることが明ら
かになった。 
ユーモア映像を見ると笑いの効果によって
鎮痛効果が見られたと考えられるが、ユーモア
映像には、笑いの効果とともに、温かく癒され
るといったポジティブな気分にさせる効果も
含まれていると考えられる。しかし、先行研究
で使用されたユーモア映像刺激は多くは人々
が大笑いするような映像であり、痛みに対する
笑いの効果と温かく癒されるといったポジテ
ィブな気分にさせる効果が区別されていない。
そのため両者の違いによる痛みの耐性に及ぼ
す効果を検討する必要があるだろう。   
そこで本研究では、笑いとは異なるかわいい
というポジティブな感情にも痛みの軽減効果
が認められるか明らかにすることを目的とし
て「大笑いするというユーモア映像刺激」とポ
ジティブな意味をもつが笑いの要素は含まれ
ない「かわいい映像刺激」での効果を実験的手
法により比較検討した。かわいいものを見たり
触れたりすることで、自然と笑顔になり癒され
た経験がある人が多いであろう。入戸野
（2019）により、実際に心の痛みはかわいい
ぬいぐるみを抱くことで緩和されることが知
られている。 “かわいい”画像を見ることが癒
されたり気が紛れたりリラックスしたりする
ことにつながり、心の痛みと同様に身体の痛み
も緩和し、痛みにも長く耐えることができるの
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だろうか。 
 
2. 方法 
２.1. 実験参加者 
大学生 45人（女性 38名、平均年齢 20.4 歳）
を実験参加者とした。 
 
2.2. 装置 
映像刺激は EIZO 製の 24.1 インチカラ
ーマネージメントモニター(型番：CS2410)に
よって提示した。痛みの誘導には、サーモス製
の真空断熱アイスペール(型番：JIN-1300)を使
用した。最大 1.3ℓ入る容器の中に水を約 700
㎖入れ、氷で温度を調節することで冷水を作成
した。アイスペールに水温計がついているため、
常に水温を確認することができた（Figure 
1-a）。 
 
2.3. 刺激 
予備調査による映像の主観評定で得られた結
果をもとに、お笑い条件の映像として“楽しい” 
“愉快な”“面白い”の評価が高く“かわいい”の評
価の低い”サンドウィッチマンのコント「携帯シ
ョップ」（https://youtu.be/rPMZ--JYerc）”の
動画、かわいい条件の映像として、“かわい
い”“癒される”の得点が高く、笑いの効果である
“楽しい”や“面白い”の得点が低い“YouTube よ
り「【癒し】とろける可愛さ 動物の赤ちゃん動
画集#01」 
 

a                              b 
 
 
 
 
 
 

 
 

Figure 1. 実験イメージ 

 
（https://youtu.be/ETvWUgDX60E）” の動
画を選択した。 
中性条件は“寂しい”“静かな”“落ち着いた”の
得点が高く、笑いやかわいいの効果である“楽し
い”“面白い”“かわいい”の得点が低い”「【自然
音】せせらぎと野鳥のさえずり」
（https://youtu.be/NNp08pT3G8g）” の動画
を選択した（Figure 1-b）。 
痛みの耐性の測定にはコールドプレッサーテ
ストを用いた。田中・根建・上里（1989）によ
ると、コールドプレッサーテストは痛みの軽減
効果を検討する際に多く用いられる一般的な方
法である。くつろいだ状況で片方の手を冷水に
入れる。我慢できないと思ったらいつでも手を
引き上げてよいことを事前に教示する。実験参
加者が冷水の中から手を引き上げるか５分経過
した時点で課題を終了させる。冷水による方法
は冬場に水道水を使用するなど、日常でも体験
しうる温度感覚であり、かつこの方法では実験
参加者が自分の意思で手を冷水に出し入れする
ため、強制が少なく自由に行動をコントロール
できる利点がある。田中他（1989）は、15℃
では必ずしも明確な痛みは報告されず、否定的
な感覚(冷たい)と肯定的な感覚（心地よい）の
両方が生じることがあり、10℃では比較的おだ
やかな否定的感覚、5℃では厳しい否定的感覚
が生じると指摘している。今回の実験では実験
参加者の負担面にも考慮し、中間の 6－7℃で実
験を実施することに決定した。 
 
 
  b 
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2.4. 手続き 
要因計画は、1要因 3条件（映像刺激：お笑
い条件、かわいい条件、中性条件）の被験者間
計画であった。実験参加者の課題は、３条件い
ずれかの映像を見ながら冷水の冷たさをでき
るだけ我慢することであった。氷と水で約 6℃
に調節した冷水の中に利き手とは逆の手を入
れた直後に映像視聴を開始し、実験参加者が冷
水の中から手を引き上げるまでの時間を測定
したのち、今野・吉川（2010）の質問項目を
使用して映像を評価させた。 
VTRに対する印象評価では、楽しい，愉快
な，面白い，嬉しい，かわいい，癒される，寂
しい，静かな，落ち着いた、の 9項目を 5件
法（1 = 当てはまらない、5 = 当てはまる）
で回答させた。そのほか、痛みに対する耐え方
について、痛かったかどうか、耐えるのが楽だ
ったかどうかについて、気が紛れた程度につい
ても回答させた。室温は 20℃前後に保たれた。
速やかな実験遂行のため、実験中は氷による温
度調整は行わなかった。 
 
3. 結果  
3.1. 映像の印象評価 
個々の印象評価項目について刺激条件間に差
があるか調べるため一元配置分散分析を行った
ところ、すべての項目において有意差が見られ
た。多重比較を行ったところ、“楽しい”、“愉快
な”、“面白い”は、お笑い条件と中性条件、かわ
いい条件と中性条件の間に有意な差が見られた
（p < .001）。また、“面白い”はお笑い条件とか
わいい条件の間にも有意な差が見られた（p 
< .05）。“嬉しい”は、お笑い条件と中性条件の
間（ｐ＜.01）とかわいい条件と中性条件の間（p 
< .001）に有意な差が見られた。 “かわいい” と
“癒される”は、かわいい条件とお笑い条件、か
わいい条件と中性条件の間に有意な差が見られ
た（p < .001）。“寂しい”と“静かな”は、中性条
件とお笑い条件の間、中性条件とかわいい条件

の間に有意差が見られた(p < .001）。“落ち着い
た”は、中性条件とお笑い条件の間 (p < .001）、
中性条件とかわいい条件の間 (p < .05）に有意
差が見られた。また“静かな”と“落ち着いた”に
おいては、お笑い条件とかわいい条件の間にも
有意差が見られた（p < .001）。特に顕著な“面
白い”、“かわいい”、“落ち着いた”の結果を
Figure 2 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 2. 映像の印象評価 
 
3.2. 耐久時間 
痛みに対する耐久時間を３条件で比較した
(Figure 3)。お笑い条件は170.1秒（SD = 96.8）、
かわいい条件は 167.1 秒（SD = 98.1）、中性条
件は 87.3 秒（SD = 67.6）であった。一元配置
分散分析を行ったところ、３条件の間に有意差
が見られた（F (2, 42) = 3.99, p < .05）。多重
比較を行ったところ、お笑い条件と中性条件の
間、かわいい条件と中の間に有意差が見られた
（p < .05）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 3. 耐久時間 
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4. 考察 
 映像の印象評価項目の得点について、“面
白い” “かわいい” “癒される” “静かな” “落
ち着いた” という感情は、お笑い条件とかわ
いい条件の間に有意な差が見られた。“癒され
る”という項目は、かわいい映像を見たことで
癒されたため、得点が高くなったと考えられ
る。また、お笑いは笑いが起こり、賑やかな
印象を持つため、“静かな” “落ち着いた”とい
う項目はかわいい映像よりも低かったと考え
られる。 
以上のことから、お笑いとかわいい映像で
は喚起されやすい感情が異なり、お笑いは“面
白い”による影響が強く、かわいい映像は“か
わいい”“癒される”の影響が強いと考えられ
る。そのため、お笑いの映像とかわいい映像
は同じポジティブな感情をもたらすが質的に
は異なっていると考えられる。 
耐久時間を比較したところ、お笑い条件と
かわいい条件は中性条件よりも有意に長かっ
た。以上のことから、かわいい映像を見るこ
とでもお笑い映像を見ることと同様に長く痛
みに耐えることができたと考えられる。つま
り、ユーモア映像の笑いの効果による鎮痛効
果だけでなく、かわいい映像を見ることで生
じる温かく癒されるといったポジティブな気
分による効果によっても鎮痛効果が生じると
推測される。したがって、大笑いするという
ユーモア映像だけでなく、ポジティブな意味
をもつが笑いの要素は含まれないかわいい映
像によっても痛みの耐性に及ぼす効果が認め
られることがわかった。 

Sherman et al. (2009) によると、ベビース
キーマの特徴をもつ人間や動物の赤ちゃん
を“愛らしい、かわいい”と報告し，“かわい
い”ものは「対象をもっと見ていたい」「細部
までよく見たい」という欲求を引き出すため
より視線を集めると述べている。また、吉
武・勝身・南口ら（2016）によると、“かわ

いい”には、認知機能を促進する有用性が指
摘されており、成犬や成猫よりも子犬や子猫
のようなより“かわいい”画像を見た時は，集
中力や慎重さ、視覚的注意が向上すると指摘
している。本実験で使用したかわいい条件の
映像は、様々なかわいい動物の赤ちゃんを集
めた動画であった。そのため、上記で報告し
た先行研究のように、かわいい映像を見るな
かで「対象をもっと見ていたい」という欲求
が引き出され、視覚的注意が向上した可能性
も考えられる。そうすることで気が紛れたた
めに痛みに長く耐えることができたのかも
しれない。 
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